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交
流
・
文
化
施
設
の
建
設
工
事
に
着
工
し
ま
し
た

〜
市
民
が
集
い
、
文
化
芸
術
の
薫
る
ま
ち
づ
く
り
拠
点
の
整
備
に
向
か
っ
て
〜

交流・文化施設
整備検討シリーズ

Vol.10 

　

８
月
５
日
、
平
成
26
年
秋
の
開
館

を
目
指
し
て
、
交
流
・
文
化
施
設
の

建
設
工
事
に
着
工
し
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
・
文
化
施
設
は
、
大
小

の
ホ
ー
ル
、
美
術
館
、
ス
タ
ジ
オ
や

ア
ト
リ
エ
な
ど
の
交
流
施
設
、
緑
地

や
広
場
な
ど
、
様
々
な
機
能
を
あ
わ

せ
持
ち
、
文
化
振
興
だ
け
で
な
く
、

新
た
な
地
域
の
魅
力
と
活
力
を
生
み

出
す
拠
点
施
設
と
し
て
整
備
し
ま

す
。

　

特
に
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
、
文
化
的
な
環
境
の
中
で
心
身
と

も
に
健
や
か
に
育
つ
と
と
も
に
、
未

来
へ
つ
な
が
る
市
民
文
化
の
創
造
と

新
た
な
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
と
し
て
い

き
ま
す
。

　

今
回
は
、
安
全
確
保
や
環
境
へ
の

配
慮
な
ど
の
工
事
概
要
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

交流・文化施設建設イメージ図

工事期間など
　●全体工期予定　平成24年８月～平成26年３月（外構工事は平成26年９月頃までの予定）
　●工事の休業日　毎週日曜日（土曜日、祝祭日は通常作業を行います）
　●工事の作業時間（音の出る作業時間）
　　　３～10月：午前８時～午後７時
　　　11～２月：午前８時～午後６時

建築工事施工者
工　事　名 工　事　施　工　者

建築主体工事 鹿島・宮下特定建設工事共同企業体

電気設備工事 六興・松山・辰野特定建設工事共同企業体

給排水衛生・空調設備工事 ダイダン・城南アクト特定建設工事共同企業体

舞台機構設備工事 カヤバシステムマシナリー㈱

舞台音響設備工事 東芝エルティーエンジニアリング㈱首都圏営業所

工事に関するお問い合わせ
鹿島・宮下特定建設工事共同企業体　上田市交流・文化施設建設建築主体工事事務所　TEL29・2115
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工事の安全確保

・工事用ゲートには誘導員を配置し、一般車両や歩行者等の安全を確保します。
・資材などの搬入は、通学時間帯を極力避け、工事車両は現場周辺で徐行運転を行います。

周辺環境への配慮

・騒音・振動レベルの自主管理値を市や国の基準値よりも10　dB少ない値（騒音75　dB、振動65　dB）に設定します。
・工事現場の整理整頓に努め、敷地周辺を汚さないようにするとともに、万一、汚した場合には速やかに清掃し
ます。
・周辺道路の交通状況に配慮した車両の運行を行います。

　  交流・文化施設建設室　TEL23・5219

●工事車両出入口、誘導員等の配置図

建設工事の概要

工事へのご理解とご協力をお願いします
　工事施工にあたっては、特に次のような安全確保、周辺環境等へ配慮を行うように工事施工業者に指導を行っ
てまいりますので、皆様のご理解ご協力をよろしくお願いします。

※工事についてお気付きの点がありましたら、下記問い合わせ先へご連絡ください。
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小ホール

●客席数
　　固定席：1,530席(最大1,650人収容）
　　１階席：1,002席（うち車椅子席８席、最大24席設置可能）
　　第１バルコニー席：272席（最大332人）、第２バルコニー席：256席（最大316人）

●多目的ホールとして一般的な形状のプロセニアム形式（額縁舞台）を採用し、また、
音響性能にも配慮したホールとしています。
●客席は１階席と２層のバルコニー席として、３階席の最後列から舞台までの距離
を31ｍとし、客席と演者の距離が近く一体感のあるホール構成としています。
●客席後方に親子鑑賞室を設置しています。

大ホールホワイエ
●２層吹き抜けの空間とし、千曲川を望む広いガラス開口を有し、明るく開放的でゆったりと快適に過ごせる空間として
います。
●客席トイレは、２階に女性用41、男性用15を配置し、３階には女性用26、男性用15を配置しています。

●客席数：固定席320席（最大372人収容）、１階席288席（うち車椅子席４席）
 　　　　バルコニー席32席（舞台上バルコニー席に可動席52席の設置が可能）
●音楽、演劇、舞踊、講演会などに利用できる多機能ホールです。
●客席後方に親子鑑賞室を設置しています。

大ホール内観

大ホール

●大ホールの主舞台（18m×18ｍ）と同じ広さを持ったリハーサル室として設置し、また、様々な舞台芸術の練習や発表に
も利用できるよう、必要な舞台照明やバレエバー、鏡などの設備を設置しています。
●自然採光による明るい室内空間としています。

大スタジオ 大スタジオ内観

小ホール

大スタジオ

大ホール

中スタジオ
小スタジオ

多目的ルーム

子どもアトリエ

中スタジオ、小スタジオ
●中スタジオはコーラスなどのグループ活動の練習を考慮した設計になって
います。小スタジオはバンドなどの個人練習や小人数の利用を考慮し、４
室を設置しています。
●各スタジオは防音に十分配慮しています。

小ホール内観

市民アトリエ
会議室、和室

交流プロムナード

大ホールホワイエ
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美術館常設展示室・企画展示室
●美術館は２階に展示室、１階に収蔵庫、管理部門を設置しています。
●文化庁の文化財公開承認施設グレードを目指しています。
●貴重な美術作品を後世に継承するための収蔵･展示環境を実現します。
●常設展示室は、作品･資料などの展示を通じて郷土作家の顕彰を行います。
●継ぎ目のない大面積の展示壁と高い天井をもつ企画展示室では、多様な展覧会が開催できます。

市民アトリエ、市民ギャラリー
●市民の創作活動発表の場として、交流プロムナードに面した場所に配置しています。市民アトリエ、市民ギャラリーは、
多目的ルームと一体利用が可能で、県展など大規模展示を可能とするとともに市民向け美術講座や絵画教室、多人数での
アトリエ利用などにも考慮しています。

子どもアトリエ
●子どもたちが伸び伸びと活動するのに十分な広さを確保しています。
●可動壁で仕切ることもでき、複数クラスでも活用できます。
●準備室の設置や床暖房の導入などで、多様な創作活動が行えます。

交流施設

子どもアトリエ企画展示室

交流・文化施設の概要

交流プロムナード
●全ての施設に繋がる回廊状の交流プロムナードは、幅８ｍ、天井高7.5ｍのゆと
りある空間としています。
●壁面は、展示空間としての活用が可能です。

エントランスホール、カフェ
●エントランスホールにはカフェが配置され、くつろぎの空間として利用できます。

多目的ルーム
●各種イベント（展示会、講演会ほか）に対応するため、可動間仕切壁やパントリー（給湯室）を装備しています。
●隣接する市民アトリエ、ギャラリーと同一形状で、一体利用が可能です。

会議室、和室
●交流施設には、会議室と和室をそれぞれ１室設置しています。

美術館

多目的ルーム

美術館

企画展示室

常設展示室

市民アトリエ、ギャラリー

5



■環境負荷低減技術の導入
●太陽光発電の発電能力を100kW程度としています。
●大ホール、大スタジオ、多目的ホールなどには、可能な限り自然光を取り入れています。
●高い断熱性により空調コストや環境負荷の低減を図っています。
●LED照明など省エネ性能の高い照明機器と人感センサーなどを導入し、消費電力の無駄を減らし効率化を図っています。
●大ホール客席部や交流プロムナードなどの大空間ゾーンの空調は、居住域空調（必要な室内空間のみの省エネルギー
空調）方式を採用し、快適性を確保しながら、空調の効率化も図っています（25％削減）。
●トイレの排水に地下水を利用し、冷暖房には地中熱を利用するなど、様々な省エネ設備を導入しています。

■災害安全性
●大規模な地震でも通常使用に耐えられる強度を持った安全な施設としています。
●東日本大震災の検証結果を踏まえ、重量のあるホール備品などについても、落下の危険性がない取付け方法を採用
しています。

■防災安全面
●広い敷地を活用して各建物を分散配置することに
よって、万一の際にも、分かりやすく安全な避難路
を確保しています。
●全施設につながる交流プロムナードは、見通しと開
放性のある空間で、避難路としても重要な役割を果
たしています。

■災害時対応
●大規模災害が発生した場合、大きな収容能力を持ち、
避難場所として利用できます。

環境面

防災安全面・耐震性能

交流プロムナード

太陽光エネルギー利用

ハイブリット外灯

二重壁

二重壁

外断熱

透水性舗装

太陽光井水利用

井戸

後舞台大ホール舞台

フライタワー
緩衝空間

居住域空調

きめ細かな空調ゾーニングによるランニングコストの削減

大ホール
ホワイエ

機械室

空調機

事務・管理プロムナード

地中熱利用

■施設全体に木材を使用しています
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●親水施設を芝生広場の北側に設置します。

　交流・文化施設は、多くの市民の皆さんが夢や希望を膨らませ、施設を積極的に活用し、ともに歩み育てる、
そんな施設を目指しています。
　「施設の内容をもっと詳しく知りたい」といったご要望に応じ、施設紹介のDVDの貸出や、出前講座として出
張し、直接ご説明・意見交換をさせていただきますので、お気軽に問い合わせください。
　  交流・文化施設建設室　TEL23・5219　FAX25・4100（代表）　Eメール　koryubunka@city.ueda.nagano.jp

交流・文化施設の特徴

■概要
●施設全体を段差のない構造としています。
●エレベーター３基･エスカレーター２基をそれぞれ配置し、ホール側エレベーターはストレッチャー（寝台）にも対
応しています。
●階段は、高齢者や障がい者に配慮した設計とし、手すりには点字表示を行っています。
●廊下は、車椅子同士が余裕を持ってすれ違うことができる幅を確保しています。
●多目的トイレは、施設内に12箇所配置し、オストメイトや多目的シートなどの機能面にも十分考慮しています。
●点字ブロック、フラッシュライト付避難誘導灯など、障がい者に配慮した設備を設置しています。
●大ホールと小ホールには、聴覚障がい者に配慮した設備を設置しています。

ユニバーサルデザイン（どこでも、だれでも、自由に、使いやすい設計・デザイン）

市民緑地・広場

●千曲川堤防沿いに、桜並木の遊歩道を設けます。
親水施設イメージ

親水施設・芝生広場

市民とともに歩み育てる施設として

上田市行政チャンネルをご覧ください
　「交流・文化施設～市民が集い、文化芸術の薫るまちづくり拠点の整備に向かって～」については、９月の上田市行政チャ
ンネル「ようこそ市長室へ」で市長がお話します。ぜひご覧ください。行政チャンネルは、上田ケーブルビジョンCATV009、
丸子テレビ放送CA103チャンネルでご覧になれます。
●放送日　９月７日㈮～13日㈭　●放送時間　5：00～、7：00～、10：00～、13：00～、15：00～、18：00～、20：00～、23：00～
　  秘書課　TEL23・5149
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自
然
の
中
で
遊
び
を
満
喫

　

な
か
な
か
除
染
作
業
が
進
ま
ず
、
屋
外
で
の

遊
び
も
制
限
さ
れ
て
い
る
二
本
松
市
内
の
子
ど

も
た
ち
を
招
待
し
、
自
然
の
中
で
遊
び
を
満
喫

し
て
も
ら
う
キ
ャ
ン
プ
は
、
今
回
で
３
回
目
を

数
え
、
回
を
重
ね
る
た
び
に
参
加
者
数
も
増
え

て
い
ま
す
。
今
回
も
子
ど
も
た
ち
は
、
プ
ー
ル

遊
び
や
廃
油
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
、
地
元
の
子

ど
も
た
ち
と
の
交
流
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ

ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

取
材
に
伺
っ
た
８
月
４
日
の
午
前
中
、
廃
油

を
使
っ
て
キ
ャ
ン
ド
ル
製
作
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

　

使
用
済
み
の
食
用
油
を
鍋
で
熱
し
、
ク
レ
ヨ

ン
を
削
っ
た
も
の
を
混
ぜ
、
赤
、
水
色
、
ピ
ン

ク
、黄
色
な
ど
全
体
に
色
が
着
い
た
と
こ
ろ
で
、

市
販
の
油
凝
固
剤
を
入
れ
、
各
自
、
ガ
ラ
ス
瓶

や
竹
で
作
っ
た
容
器
に
液
体
を
流
し
入
れ
、
割

り
ば
し
で
芯
を
固
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
思

い
の
色
の
キ
ャ
ン
ド
ル
を
製
作
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
地
元
別
所
温
泉
地
区
の
育
成
会
の

子
ど
も
た
ち
42
人
も
合
流
し
、
午
後
に
行
わ
れ

る「
三
島
神
社
の
風
穴
」へ
の
散
歩
の
た
め
、
誕

生
月
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
を
作
る
ゲ
ー
ム
を
一
緒

に
行
い
、
昼
食
ま
で
の
間
、
グ
ル
ー
プ
の
仲
間

同
士
で
、
森
林
公
園
内
の
遊
具
で
思
い
き
り
遊

び
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
地
元
の
子
ど

も
た
ち
と
と
も
に
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
を
使
っ
て

料
理
を
作
る
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
選
手
権
、
子
ど

も
た
ち
が
作
成
し
た
手
作
り
キ
ャ
ン
ド
ル
に
よ

る
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
、
ま
た
、
音
楽
ラ
イ
ブ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

福
島
の
現
状

　

福
島
か
ら
来
た
、
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
皆
さ
ん

の
代
表・櫛く
し

田だ

光み
つ
る

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
、「
今
回
が
３
回
目
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
上
田
に
行
け
ば
、
お
い
し
い

空
気
と
、
食
べ
物
、
水
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

も
楽
し
く
遊
べ
る
と
分
か
っ
て
い
る
た
め
、
回

を
重
ね
る
た
び
に
、
参
加
者
が
増
え
て
い
る
状

況
で
す
。
ま
た
、
こ
の
時
期
、
プ
ー
ル
に
入
り

た
い
の
で
す
が
、
屋
外
の
プ
ー
ル
に
は
入
れ
な

い
の
で
、
自
然
運
動
公
園
の
プ
ー
ル
に
行
っ
た

際
に
は
、
子
ど
も
た
ち
は
思
い
き
り
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。

　

二
本
松
市
内
は
、「
い
ま
だ
に
空
間
放
射
線

量
が
毎
時
０
・
６
〜
０
・
８
μマ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト

Ｓｖ
と
高
く
、
除

染
作
業
が
終
わ
っ
た
学
校
・
保
育
園
な
ど
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
あ
れ
ば
毎
時
０
・
16
μ
Ｓｖ
〜
０
・

28
μ
Ｓｖ
の
線
量
で
、
自
宅
周
辺
よ
り
は
良
い

状
況
な
の
で
、
親
と
し
て
外
遊
び
を
許
せ
る
の

が
現
状
で
す
」。

　

ま
た
、
二
本
松
市
か
ら
東
に
50
〜
60
㎞
離
れ

た
南
相
馬
市
に
行
く
国
道
12
号
の
途
上
に
あ
る

飯
舘
村
は
、
山
間
に
田
園
風
景
が
広
が
り
農

業
で
栄
え
た
村
で
し
た
が
、
現
在
は
、
ほ
と
ん

ど
全
て
の
住
民
が
避
難
し
、「
国
道
沿
い
に
は

１
ｍ
を
超
え
る
雑
草
が
生
い
茂
り
、
家
畜
の
牛

が
う
ろ
つ
い
て
い
た
り
、
飼
い
犬
が
野
放
し
に

　８月２日から６日までの５日間、東日本大震災により福
島第一原子力発電所から漏れ出した放射線の影響で生活が
制限されている福島県二本松市の子どもたちと保護者43
人が、信州上田リフレッシュ合宿実行委員会からの招待を
受け、別所温泉地区を訪れました。
　このリフレッシュ合宿は、昨年夏の鹿教湯温泉地区での
「福島からクルー　サマーキャンプinかけゆ」、今年春の信
州国際音楽村での「福島からクルー　春のおんがく村キャ
ンプinうえだ」に引き続き開催されました。

福島県二本松市の
子どもたちを招待

震災支援
協働
の取組 第３回信州上田

リフレッシュ合宿inうえだ

櫛田光さん

8



な
っ
て
い
た
り
し
て
、
か
つ
て
の
田
園
風
景
の

面
影
が
ま
っ
た
く
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」と

話
し
、「
そ
の
先
の
南
相
馬
市
の
海
岸
沿
い
を

仙
台
方
面
に
向
か
え
ば
、
津
波
が
押
し
寄
せ
、

何
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
状
況
が
生
々
し
く

残
っ
て
い
る
。
上
田
の
皆
さ
ん
に
も
こ
の
情
景

を
ぜ
ひ
見
て
も
ら
い
た
い
」と
現
状
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

支
援
の
取
り
組
み

　

こ
の
キ
ャ
ン
プ
の
受
け
入
れ
を
担
当
す
る
信

州
上
田
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
合
宿
実
行
委
員
会
の
代

表
で
、
今
回
の
キ
ャ
ン
プ
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め

る
峰
村
慶
太
朗
さ
ん
は
、
今
回
の
キ
ャ
ン
プ
を

実
施
す
る
に
あ
た
り「
二
本
松
市
の
大
勢
の
子

供
を
預
か
る
上
で
、
常
に
み
ん
な
揃そ
ろ

っ
て
い

る
か
、
け
が
は
大
丈
夫
か
を
心
配
し
て
い
る
」

と
、
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で

お
り
、「
被
災
者
へ
の
支
援
活
動
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
ず
っ
と
継
続
し
て
い
き
た
い
」と
、

今
後
も
10
回
、
20
回
と
継
続
し
て
キ
ャ
ン
プ
を

実
施
し
て
い
く
た
め「
実
行
委
員
の
一
員
と
し

て
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
市
民
を
募
っ
て
い
ま

す
。
一
人
で
も
多
く
の
市
民
が
、
こ
う
し
た
支

援
活
動
に
携
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

福島から来た保護者、地元の育成会長に感想を伺いました。

福
ふく

地
ち

愛子さん
　今回の合宿には、母親と３人の子どもと５人で参加しまし
た。二本松市では、外で遊ぶことができるのは学校の中の制
限された範囲で、しかも保護者の許可が必要です。こちらに
来て、子どもたちが外で思う存分体を動かせるのが嬉しいで
す。特に、合宿２日目に行った自然運動公園プールでは思い
きり水遊びをさせることができました。この合宿へは昨年の
鹿教湯温泉、今春の信州国際音楽村に続き、今回の別所温泉
が３回目の参加。上田市の方には大変よくしてもらっている
ので、心から感謝しています。

竹内聖
まさ

浄
きよ
さん（別所温泉育成会会長）

　例年、この時期に森林公園で育成会主催のサマーキャンプ
を開催していましたが、今年は、二本松市のサマーキャンプ
が入っていることを知り、子どもたちの交流も兼ねて、小学
生42人、保護者15人の合計57人でお邪魔させてもらいまし
た。二本松の子どもたちと一緒にゲームをしたり、散歩した
りして、一緒に遊ぶ中で友達になってもらえればありがたい
です。

峰村慶太朗さん

参 加 者 の 声

福地愛子さん（中央）、
怜
れい

さん（左・幼稚園
児）、彩

あや

菜
な

さん（右・
小学２年生）

　８月５日、市民団体有志で構成される上田市東日本大
震災避難者支援実行委員会が、花火を楽しく観覧してい
ただきながら、同郷の皆さんと触れ合っていただくため、
第25回信州上田大花火大会に、市内に避難されている
方を招待しました。

上田市東日本大震災避難者支援実行委員会
実行委員長　中村  彰さん（写真中央）

●市民有志の強い思い
　中村さんは、東日本
大震災発生直後、大手
町自治会の有志と共に
いち早く被災地の岩手
県大

おお

槌
つち

町へ行き、瓦
が

礫
れき

の処理などボランティア活動に参加しました。
　以降、上田に避難されている方へ何とか支援したいと
思ったのが、今回の花火大会への招待のきっかけとなっ
たそうで、「実行委員会としては、市内での生活に苦労
し頑張っている避難者の人たちが、花火を見て思い切り
楽しんで、元気になってもらえることが一番です。これ
からも、上田市民が大震災のことを忘れてしまわないよ
うに、また、いつまでも『なんとかしたい』という気持ち
を持っていられるように、避難者への支援活動を続けて
いきたい」と話していました。

参加者の声・宮本智
とも

美
み
さん

●楽しみにしていた花火大会
　昨年の信州上田大花火大会の日に、茨城県から市内に
避難してきた宮本智美さん。家族４人で花火大会に参加
しました。ご主人は茨城県に残り、現在、２人のお子さ
んと市内で生活しています。宮本さんは、同実行委員会
の構成団体でもある社会福祉法人上田明照会の紹介で、
同会が運営する「大震災避難上田ともいき処」で働いてい
ます。避難して初めの頃は「知り合いがなかなかできず
苦労しました」が、働くうちに「ともいき処の職員を通じ
てお母さん同士の知り合いができ、子どもたちも友達が
できた」そうです。「花火大会は子どもたちがとても楽し
みにしていて、市のイベントやまつりへ招待してもらえ
るのは嬉しいです」と話してくれました。

市内に避難されている方を信州上田大花火大会に招待

9
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地域づくりコーディネーター養成講座・まちづくり講演会
市民参加のまちづくりに向けて講座

教室

期　　日 内　　　容 場　　　所 時　間
10月４日㈭ 開講式 上田駅前ビル・パレオ

２階会議室
午後６時30分
　～８時30分18日㈭ 簡単に計画を立てよう

27日㈯ ゴキゲンな組織を作ろう
長野大学講義室

午後１時30分
　～４時30分11月３日㈯ 全脳思考の発想法

22日㈭
グループワーク

パレオ２階会議室
午後６時30分
　～８時30分

12月6日㈭
平成25年　
１月10日㈭

地域の実例

24日㈭
グループワーク

２月９日㈯ 長野大学講義室 午後１時30分
　～４時30分２月中～下旬 成果発表会、閉講式 パレオ２階会議室

参加費 　10回3,000円（資料代として）　  定　員 　40名
申し込み 　９月26日㈬までに上田市ホームページまたは、市民参加・協働推進課、丸子・真田・武石地域自治センター地域振興

課にある申込用紙で、市民参加・協働推進課または長野大学地域連携センターへ。

グループワークの様子

　上田東高等学校卒業の山岸博さん（読売日本交響楽団ソロホルン奏者）が副学長を
務める、洗

せん
足
ぞく
学園音楽大学出身の平原綾香さん（「J

ジュピター
upiter」のヒットで知られるシン

ガーソングライターで、山岸さんの教え子）たちによるコンサートです。山岸さん
と出演者のトークもあります。

上田東高等学校創立120周年記念コンサート
平原さんちのコンサート催

し

日　時 　10月14日㈰午後５時～（開場４時30分）　  場　所 　上田市民会館
出演者 　平原まこと、aika、平原綾香　　 チケット 　6,000円（全席指定、約600席）
購　入 　抽選により指定席を決定します。
申し込み 　９月20日㈭までに（必着）往復はがきで、返信先の住所を記入のうえ上田市教

育委員会文化振興課内「コンサート係」（〒386－0025　天神２－４－55教育委員会
第二庁舎）へ。チケットは、往復はがき１枚で２名まで申し込み可。１名での
鑑賞を希望の場合は、その旨を明記してください。

抽選結果 　９月下旬に返信用はがきでお知らせします。当選者には、同はがきでチケット
の引き換え方法などを案内します。

　上田東高等学校同窓会　TEL26・2020　　  文化振興課　TEL23・6361

◇地域づくりコーディネーター養成講座
　市では、市民参加と協働によるまちづくりを推進するため、市民の皆さんの自発的・自主的な地域づくり活動を支援してい
ます。この講座は、長野大学をはじめとする各種専門分野の講師により、魅力あるまちづくりや特色を生かした地域づくり活
動を行う人材を育成します。課題解決の手法を一緒に学び、実際の問題解決に生かしましょう。

◇キックオフ・フォーラム　まちづくり講演会
　地域づくりコーディネーター養成講座の開講に先立ち、地域資源を生かした地域ビジネスの取組についての講演会を開催し
ます。
日　時 　９月22日（土・祝）午後２時～４時（開場１時30分）　 場　所 　長野大学リブロホール
参加料 　無料（どなたでもご参加いただけます）
講　演 　「『いろどり』から学ぶ地域のプロデュース」横

よこ

石
いし

知
とも

二
じ

氏（㈱いろどり代表取締役）
　  市民参加・協働推進課　 TEL22・4100（内線1354）　　長野大学地域連携センター　TEL39・0007

平原綾香さん



tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹武石地域自治センターtel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹真田地域自治センター

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹丸子地域自治センターtel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹上田市役所
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デジタルアートグランプリ2012
「発見」をテーマに作品募集！

　パソコンで制作したグラフィックスやマルチメディア作品を募集します。

募
集

作品テーマ 　発見
募集対象 　一般クラス、中学生・高校生クラス、小学生クラス
募集部門 　静止画部門（静止グラフィック作品）、動画部門（アニメーションなどのビデオ作品）
応募規定 　・応募数　１部門につき一人１点

・応募作品　応募時に他のコンテストにおいて受賞歴のない作品。Windows環境で表示・動作できる作品（静止画、
動画、HTML､ プログラムなど）。基本的にグラフィック作品とし、音声だけの作品は受け付けません。
動作に必要条件がある場合（プラグインなど）は、応募用紙に併記してください。

・動画部門の時間制限　５分（インタラクティブ作品も、おおむね５分）
・作品の著作権　作者に属しますが、コンテストの結果発表や広報・宣伝などの活動で、当委員会が複製・利用で

きるものとします。
・著作権処理など　作品内で使用するキャラクター、デザイン、音楽などは、すべて著作権処理や使用条件などを

クリアして応募してください（盗作、無断使用不可）。
応募方法 　マルチメディア情報センターのホームページから応募用紙をダウンロードし、必要事項を記入し、作品とともにメー

ル、または郵送で同センターへ。ホームページをご覧になれない方はお問い合わせください。
応募締切 　10月31日㈬必着（電子メールは、31日㈬中の受信分まで有効）
表彰内容 　グランプリ賞金20万円のほか、各クラスの部門ごとに優秀賞、入選、その他各賞あり。
結果発表 　12月１日㈯にコンテストホームページと各メディアで発表。
　デジタルアートグランプリ2012実行委員会事務局（〒386－1211 下之郷812－１マルチメディア情報センター内）
　　TEL39・1000　http://www.umic.jp/2012/contest/index.html

一般クラス静止画

優秀賞「舞」友
とも

貞
さだ

伸
のぶ

康
やす

さん

第７回人権を考える市民のつどい
いのち・愛、そして絆催

し
　命の重さを実感し、誰もがかけがえのない存在であることを再認識し、様々な差別をなくして
いくための機会として、「第７回人権を考える市民のつどい」を開催します。
日　時 　10月４日㈭午後１時30分～（開場１時）　　 場　所 　上田市民会館
内　容 　・「上田支部更生保護女性会」から市民へのアピール
 ・講演　混迷の時代を生きる「命の重さ」～私の取材ノートから～／江川紹

しょう

子
こ

氏（ジャーナリスト）
 ・人権啓発パネル・小中学生などの人権啓発ポスターなどを展示
入場料 　無料
　  生涯学習課　TEL23・6370

江川紹子氏

東海テレビ･フジテレビ系全国ネット昼ドラ「赤い糸の女」
上田市が舞台のTVドラマが放送されますお知

らせ
　９月から放送される昼の連続ドラマ「赤い糸の女」。上田市は、ロケ地としてだけで
なく、物語の重要な舞台として登場します。
　ストーリーは、３人の女子大生を軸として、「上田紬

つむぎ
」をキーワードに展開する愛憎

劇です。別所温泉や武石などの地名が、そのまま台
せり
詞
ふ
に使われている点も注目です。

皆さん、ぜひご覧ください。
日　時 　９月３日㈪～11月２日㈮毎週月曜日～金曜日　午後１時30分～午後２時※10月８日（月・祝）は休止予定
放送局 　東海テレビ･フジテレビ系全国ネット（長野放送）
出　演 　三倉茉

ま

奈
な

、奥村佳
か

恵
え

、瀬川亮
りょう

、小沢真
ま

珠
じゅ

、いしのようこ、石田純一ほか
ロケ地 　別所線千曲川橋梁、別所線、別所温泉街、北向観音堂、安楽寺、野倉地区、下之郷地区、JA信州うえだ塩田東山観光農園

ほか
　信州上田フィルムコミッション（  観光課）　TEL23･5408

八木沢駅でのロケ風景



12

あ･ら･かると
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お
知
ら
せ

In
fo
rm
at
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n
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C
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国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

　

上
田
市
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
の
有

効
期
限
は
９
月
30
日
で
す
。10
月
か
ら
は
、

９
月
後
半
に
郵
送
す
る
新
し
い
保
険
証
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
国
保
税
に

未
納
が
あ
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
有
効
期

限
が
短
い
保
険
証
を
、
郵
送
で
は
な
く
窓

口
で
交
付
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
証
を
で
き
る
だ
け
早
く
お

手
元
に
届
け
る
た
め
、
今
年
か
ら
郵
送
方

法
を
普
通
郵
便
に
変
更
し
ま
す
。

　

国
保
年
金
課　

TEL
23
・
５
１
１
８

法
務
局
休
日
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

●
日
時　

９
月
23
日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
３
時

●
場
所　

長
野
地
方
法
務
局
上
田
支
局

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要（
事
前
予
約
可
）

　

長
野
地
方
法
務
局
上
田
支
局

　
　

TEL
23
・
２
０
０
１

敬
老
祝
金
を

贈
り
ま
す

　

各
地
区
の
民
生
児
童
委
員
、
高
齢
者
介

護
課
ま
た
は
丸
子
・
真
田
・
武
石
地
域
自

治
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
９
月
中
に
お
贈
り

し
ま
す
。
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
対
象
／
金
額　

88
歳（
大
正
13
年
４
月

１
日
〜
大
正
14
年
３
月
31
日
に
生
ま
れ

た
方
）／
１
万
円
。
99
歳
以
上（
大
正
３

年
３
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）／

３
万
円
。
い
ず
れ
も
、
９
月
１
日
現
在

市
内
に
住
所
の
あ
る
方

　

高
齢
者
介
護
課　

TEL
23
・
５
１
３
１

青
少
年
善
行
表
彰
を

実
施
し
ま
す

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
お

お
む
ね
18
歳
以
下
の
個
人
、
お
よ
び
18

歳
以
下
の
方
で
構
成
さ
れ
て
い
る
団
体

●
表
彰
基
準　

①
勇
気
、
親
切
を
示
し
、

周
囲
を
明
る
く
す
る
行
い
を
し
た
方
。

②
道
徳
心
、
公
共
心
を
高
め
る
行
い
を

し
た
方
。
③
自
立
心
に
富
ん
だ
行
い
を

し
た
方
。
④
誠
実
、
責
任
、
努
力
が
認

め
ら
れ
る
行
い
を
し
た
方
。⑤
そ
の
他
、

人
の
た
め
社
会
の
た
め
に
奉
仕
す
る
な

ど
善
い
行
い
を
し
た
方
。

●
推
薦
方
法　

９
月
28
日
㈮
ま
で
に
生
涯

学
習
課
、
各
公
民
館
に
備
え
付
け
の
推

薦
書（
上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）で
生
涯
学
習
課
へ
。

　

生
涯
学
習
課　

TEL
23
・
６
３
７
０

就
業
構
造
基
本
調
査
を

実
施
し
ま
す

　

市
内
45
の
調
査
区
の
約
６
７
５
世
帯

で
、
15
歳
以
上
の
世
帯
員
を
対
象
に
、
就

業
・
不
就
業
等
を
調
査
す
る「
就
業
構
造

基
本
調
査
」が
、
10
月
１
日
を
基
準
日
に

実
施
さ
れ
ま
す
。
９
月
下
旬
か
ら「
調
査

員
証
」を
携
帯
し
た
調
査
員
が
、
調
査
対

象
と
な
っ
た
世
帯
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、

調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

調
査
対
象
の
世
帯
に
は
、
９
月
中
旬
に
、

調
査
を
依
頼
す
る
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま

す
。

　

情
報
推
進
課　

TEL
23
・
２
２
３
５

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
先
発
医
薬

品
の
特
許
期
間
が
終
了
し
た
あ
と
、
同
等

の
品
質
で
製
造
販
売
さ
れ
る
後
発
医
薬
品

で
す
。先
発
医
薬
品
と
比
べ
安
価
な
た
め
、

受
診
者
の
自
己
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
と
と

も
に
、
国
民
健
康
保
険
財
政
の
改
善
に
つ

な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
市
で
は
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
で
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
に
切
り
替
え
る
と
薬
代
が
一
定
金
額

以
上
軽
減
で
き
る
と
見
込
ま
れ
る
方
を
対

象
に「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
利
用
差
額

通
知
」を
９
月
か
ら
送
付
し
ま
す（
年
２
回

予
定
）。
こ
の
通
知
書
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
に
変
更
し
た
場
合
、
薬
代
が
ど

れ
く
ら
い
軽
減
で
き
る
の
か
、
一
例
を
お

知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。
な
お
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
処
方
を
希
望
す
る
場
合

は
、
必
ず
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

国
保
年
金
課　

TEL
23
・
５
１
１
８

催
し

In
fo
rm
at
io
n
 A
 L
a 
C
ar
te

介
護
者
の
会

な
の
は
な

●
日
時　

９
月
25
日
㈫
午
後
１
時
〜
３
時

●
場
所　

丸
子
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

●
内
容　

介
護
者
同
士
の
交
流
会
、
個
別

相
談（
希
望
者
）

●
対
象　

介
護
を
し
て
い
る
方
、
介
護
に

関
心
の
あ
る
方（
参
加
費
無
料
）

●
申
し
込
み　

電
話
で
高
齢
者
介
護
課
、

お
知
ら
せ
／
催
し

今
月
の
表
紙

　８月５日、千曲川の河川敷で第
25回信州上田大花火大会が開催さ
れました。
　花火大会は、午後７時から信州
上田大花火大会実行委員会の宮下
茂委員長が「個性的で豪華なプロ
グラムを用意しています。存分に
楽しんでください」と挨拶して始
まり、スターマインなど約8,000
発の花火が打ち上げられ、真夏の
夜空を彩りました。
　表紙写真を撮影した常田新橋に
は、家族連れやカップルなど多く
の人が訪れ、次々と打ち上がる花
火に歓声をあげながら見物してい
ました。

第25回信州上田大花火大会
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹
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tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

Information A La Carte

ま
た
は
丸
子
・
真
田
・
武
石
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
健
康
福
祉
課
へ
。

　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
０
０
９
２

ぶ
ど
う
収
穫
作
業
体
験

参
加
者
募
集

●
日
時　

９
月
27
日
㈭
・
28
日
㈮
、
10
月

１
日
㈪
〜
４
日
㈭
の
午
前
９
時
〜
午
後

３
時

●
場
所　

丸
子
塩
川
陣じ
ん

場ば

ぶ
ど
う
畑

●
内
容　

ぶ
ど
う
畑
で
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う

の
収
穫
作
業
を
体
験
。
昼
食
の
サ
ー
ビ

ス
と
、土
産
に
ワ
イ
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

●
定
員　

各
回
60
名

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

摘て
っ

果か

バ
サ
ミ（
貸
出
あ
り
）

●
そ
の
他　

作
業
の
た
め
、
子
ど
も
連
れ

で
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み　

９
月
７
日
㈮
午
前
９
時
以

降
電
話
で
丸
子
産
業
観
光
課
へ
。

　

産
業
観
光
課

　
　

TEL
42
・
１
０
３
７

Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｃ･

Ｆ
ｉ
ｉ
プ
ラ
ザ

第
１
３
８
回
リ
レ
ー
講
演
会

●
日
時　

９
月
13
日
㈭
午
後
３
時
〜
６
時

30
分

●
場
所　

上
田
商
工
会
議
所
５
階
ホ
ー
ル

●
講
演
／
講
師
／
時
間　

Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ

る
経
営
改
革
①
／
浜
野
慶け
い

一い
ち

氏（
㈱
浜

野
製
作
所
代
表
取
締
役
）／
午
後
３
時

〜
４
時
10
分
、
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
経
営

改
革
②
／
高
橋
功い
さ
お

氏（
ラ
ナ
ベ
イ
ク
㈱

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
長
）・
花
井
亮り
ょ
う

平へ
い

氏

（
ラ
ナ
ベ
イ
ク
㈱
情
報
管
理
部
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）／
午
後
４
時
10
分
〜
５
時
20

分
、
中
小
企
業
大
学
校
の
ご
紹
介
／
渡

辺
修
二
氏（
中
小
企
業
大
学
校
東
京
校

研
究
開
発
課
長
）・
井
上
謙け
ん

之の

介す
け

氏（
中

小
企
業
大
学
校
三
条
校
人
材
支
援
課

主
任
）／
午
後
５
時
20
分
〜
５
時
40
分
、

名
刺
交
換
交
流
会（
講
演
会
終
了
後
）

●
対
象　

ど
な
た
で
も（
参
加
費
無
料
）

●
定
員　

１
０
０
人
程
度

●
申
し
込
み　

電
話
で
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｃ･

Ｆ
ｉ

ｉ
プ
ラ
ザ
事
務
局
へ

　

Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｃ･

Ｆ
ｉ
ｉ
プ
ラ
ザ
事
務
局

　
　

TEL
21
・
４
３
７
７

う
え
だ
多
文
化
交
流

野
外
フ
ェ
ス
タ

　

豊
か
な
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
、
様
々

な
国
の
人
と
交
流
し
、
多
文
化
共
生
の
輪

を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

９
月
16
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

４
時

●
場
所　

菅
平
高
原
サ
ニ
ア
パ
ー
ク
ほ
か

（
市
内
各
地
か
ら
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
）

●
内
容　

芝
生
グ
ラ
ン
ド
で
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、
交
流
昼
食
会
、
自
然
体

験
活
動

●
対
象　

市
内
在
住
の
外
国
人
約
１
５
０

名
、
多
文
化
共
生
に
関
心
の
あ
る
日
本

人
約
50
名（
い
ず
れ
も
小
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
、
先
着
順
）

●
参
加
費　

５
０
０
円（
小
学
生
以
下
無

料
）

●
申
し
込
み　

９
月
12
日
㈬
ま
で
に
上
田

市
多
文
化
共
生
推
進
協
会
事
務
局
へ
。

　

上
田
市
多
文
化
共
生
推
進
協
会

　
　

TEL
25
・
２
６
３
１

催
し

夏休みキッズパス出発式が
開催されました
　７月24日、市内の小学生以下の子どもたちが夏休み期間中、
市内の路線バスを無料で利用できる「夏休みキッズパス」の使
用開始に合わせ出発式が開催されました。
　キッズパスは、子どもたちに公共交通の役割や重要性につ
いて理解を深め親しんでもらい、将来のバスの利用促進につ
なげていくことを目的に、７月24日から８月22日まで実施し
たものです。
　会場の丸子駅バス停には、丸子中央小学校の児童、保護者、
バス事業者など関係者が集まり、母袋市長は「色々な所へ行っ
て、公共交通の役割について考える機会としてください」と
挨拶。また、千曲バスの三浦裕

ゆたか

営業部次長は「今後とも安全
運行に努めていきますので、一層のご利用をお願いします」
と挨拶しました。
　式の最後に行われた、ヒロ・タッキーさんの腹話術ショー
を楽しんだ後、保護者たちが見送る中、子どもたちは鹿教湯
線に乗って丸子図書館に出発しました。
　子どもたちは、目的地の丸子図書館で職員から図書館の説
明を聞いた後、好きな本を借りて読書をしたり宿題をするな
ど、思い思いの時間を過ごし、夏休みの小さな冒険のひとと
きは、バス利用促進への第一歩となりました。
　 地域交通政策課　TEL23･5011

せら知お
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あ･ら･かると
I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

情報

Information A La Carte

根
子
岳
・
四
阿
山
縦
走
登
山

　

花
の
百
名
山「
根
子
岳
」と
日
本
百
名
山

「
四あ
ず
ま
や
さ
ん

阿
山
」を
１
日
で
縦
走
す
る
欲
張
り
な

登
山
で
す
。
真
田
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

●
日
時　

９
月
29
日
㈯
午
前
７
時
集
合
、

午
後
４
時
解
散
予
定

※
雨
天
中
止
の
場
合
あ
り
。

●
集
合
場
所　

真
田
中
央
公
民
館
前
駐
車

場（
バ
ス
で
菅
平
牧
場
登
山
口
に
向
か

い
ま
す
）

●
対
象　

中
学
生
以
上
の
健
脚
な
方（
約

６
時
間
歩
き
ま
す
）

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

５
０
０
円（
当
日
徴
収
。
保

険
料
、
入
山
協
力
金
な
ど
）

●
持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物
、
雨
具
、
防

寒
着
、
登
山
に
ふ
さ
わ
し
い
服
装

●
申
し
込
み　

９
月
10
日
㈪
以
降
、
電
話

で
真
田
地
域
教
育
事
務
所
へ
。

　

教
育
事
務
所　

TEL
72
・
２
６
５
５

ジ
ョ
ン
・
ル
ー
カ
ス

ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

　

ジ
ョ
ン
・
ル
ー
カ
ス
が
本
場
の
ゴ
ス
ペ

ル
を
お
届
け
し
ま
す（
上
田
市
文
化
支
援

事
業
）。

●
日
時　

９
月
21
日
㈮
午
後
６
時
〜（
５

時
30
分
開
場
）

●
場
所　

信
州
国
際
音
楽
村
ホ
ー
ル
こ
だ
ま

●
出
演　

ジ
ョ
ン
・
ル
ー
カ
ス
、
ジ
ョ
ン
・

ダ
ジ
ョ
ン（
ピ
ア
ノ
）

●
入
場
料　

２
０
０
０
円（
全
席
自
由
）

●
プ
レ
イ
ガ
イ
ド　

実
行
委
員
会
事
務
局

（
瀧
塚
）、
信
州
国
際
音
楽
村
、
な
が
の

東
急
、
平
安
堂
上
田
店
・
上
田
し
お
だ

野
店
、
ヒ
オ
キ
楽
器
佐
久
平
店

　

Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｆ
上
田
ス
マ
イ
ル
実
行
委
員

会
事
務
局（
瀧
塚
）

　
　

TEL
24
・
７
２
２
４

第
14
回

ブ
ラ
ジ
ル
田
舎
祭
り
IN
上
田

　

ブ
ラ
ジ
ル
音
楽
の
演
奏
、
歌
や
踊
り
の

披
露
、
子
ど
も
た
ち
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
、

ブ
ラ
ジ
ル
料
理
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
ブ
ラ
ジ

ル
の
文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

９
月
９
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

５
時

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
芝
生
広
場

●
参
加
費　

無
料

　

ブ
ラ
ジ
ル
田
舎
祭
り
IN
上
田
実
行
委

員
会
事
務
局（
ビ
ジ
ェ
ガ
）

　
　

TEL
０
９
０
・
３
０
９
４
・
３
２
２
１

か
り
ゆ
し
音
楽
祭

２
０
１
２
♪
〜
魂ま
ぶ

夜や

〜

　

沖
縄
か
ら
信
州
上
田
へ
音
楽
を
♪
♪

　

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い（
上
田
市
文

化
支
援
事
業
）。

●
日
時　

９
月
16
日
㈰
午
後
６
時
〜（
５

時
開
場
）

●
場
所　

上
田
映
劇

●
出
演　

上う
え

間ま

綾
乃（
三
線
・
唄
）、
Ａ
Ｒ

Ｉ
Ａ（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）、
伊い

集じ
ゅ

タ
ツ
ヤ

（
ギ
タ
ー
）、
国く
に

吉よ
し

亮り
ょ
う（
ギ
タ
ー
）、
田
代

浩
一（
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

●
入
場
料　

一
般
４
２
０
０
円（
当
日
４

　

５
０
０
円
）、
全
席
自
由

　

Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｏ
〜
那な

由ゆ

多た

〜
ま
じ
ゅ

ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局

　
　

TEL
26
・
４
４
６
３

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

秋
の
企
画
展

　
「
竹
内
志
朗
の
舞
台
道
具
帳

－

剣
客
商

売

－

」と
し
て
、
舞
台
美
術
家
竹
内
志
朗

氏
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
タ
イ

ト
ル
文
字
や
舞
台
背
景
デ
ザ
イ
ン
原
画
な

ど
を
展
示
し
ま
す
。

●
期
間　

９
月
８
日
㈯
〜
10
月
28
日
㈰

●
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時（
入
館

５
時
30
分
ま
で
）

●
休
館
日　

水
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

●
場
所　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

●
入
館
料　

一
般
３
０
０
円（
市
内
高
校

生
以
下
無
料
、
団
体
・
障
が
い
者
割
引

あ
り
）

　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

　
　

TEL
28
・
７
１
０
０

東
日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ

つ
な
が
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
収
益
の
一
部

は
、
被
災
地
へ
の
義
援
金
と
し
ま
す
。

●
日
時　

９
月
16
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

●
場
所　

丸
子
総
合
体
育
館

●
内
容　

チ
ャ
リ
テ
ィ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト（
手
作
り
雑
貨
・
菓
子
、カ
フ
ェ
、チ
ャ

リ
テ
ィ
カ
ッ
ト
な
ど
）、
ス
テ
ー
ジ
発

表（
丸
子
北
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る

演
奏
、
上
田
西
高
等
学
校
大お
お

槌つ
ち

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
隊
の
発
表
、
矢や

代し
ろ

一ひ
と

重え

山や
ま

太

鼓
な
ど
）、
被
災
地
製
作
グ
ッ
ズ
販
売
、

福
島
に
野
菜
・
米
を
送
ろ
う（
イ
ベ
ン

ト
当
日
に
受
付
ま
で
）

　

つ
な
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
中
村
）

　
　

TEL
０
９
０
・
１
５
５
８
・
５
５
９
０

市
内
３
体
育
協
会
統
合
記
念

健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

●
日
時　

①
真
田
地
域
９
月
17
日（
月
・

祝
）午
前
９
時
〜（
受
付
８
時
30
分
〜
）

②
丸
子
地
域
10
月
8
日（
月
・
祝
）午
前

10
時
〜（
受
付
８
時
30
分
〜
）

●
集
合
場
所　

①
傍
陽
小
学
校
、
②
丸
子

総
合
体
育
館

●
コ
ー
ス　

①
金き
ん

綱じ
ょ
う

山ざ
ん

実じ
っ

相そ
う

院
・
洗せ

馬ば

城

跡
な
ど
の
名
所
・
旧
跡
巡
り
。
②
木
曽

義
仲
挙
兵
の
地
な
ど
説
明
を
聞
き
な
が

ら
の
名
所
・
旧
跡
巡
り

●
対
象　

ど
な
た
で
も（
参
加
費
無
料
）

●
申
し
込
み　

①
は
、
９
月
13
日
㈭
ま
で

に
電
話
で
真
田
町
体
育
協
会
へ
。②
は
、

９
月
28
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
丸
子
体
育

協
会
へ
。

　

真
田
町
体
育
協
会（

教
育
事
務
所

内
）　

TEL
72
・
２
６
５
５

　
　

丸
子
体
育
協
会（
丸
子
総
合
体
育
館

内
）　

TEL
43
・
２
２
５
０

催
し
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癒
し
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

ア
ロ
マ
フ
ェ
ス
う
え
だ

　

ア
ロ
マ
を
中
心
と
し
た
心
と
身
体
を
癒

す
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
体
験
イ
ベ
ン

ト
の
収
益
の
一
部
は
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
へ
の
義
援
金
と
し
ま
す
。

●
日
時　

９
月
９
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
３
時
30
分

●
場
所　

塩
田
公
民
館
大
ホ
ー
ル

●
内
容　

香
り
体
験
、
ハ
ン
ド
ト
リ
ー
ト

メ
ン
ト
・
エ
ア
フ
レ
ッ
シ
ュ
ナ
ー
作
り
、

香
り
袋
作
り
、
石
鹸
作
り
、
虫
よ
け
・

キ
ッ
チ
ン
消
臭
ス
プ
レ
ー
作
り
な
ど

●
参
加
費　

１
ブ
ー
ス
体
験
５
０
０
円

　
（
材
料
費
込
み
）

　

ア
ロ
マ
癒
し
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行
委

員
会（
佐
藤
）　

TEL
25
・
１
３
９
０

丸
子
図
書
館

お
は
な
し
会

　
「
菜
の
花
会
」の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
な
ど
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

９
月
15
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

●
場
所　

丸
子
図
書
館
研
修
室
１

　

丸
子
図
書
館　

TEL
42
・
２
４
１
４

子
ど
も
の
病
気
・
け
が

知
っ
て
お
き
た
い
対
処
法

●
日
時　

10
月
２
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分（
受
付
午
後
１
時
〜
）

●
内
容　

小
児
科
医
に
よ
る
講
演
会

●
場
所　

丸
子
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

乳
幼
児
の
保
護
者

●
定
員　

30
人（
参
加
無
料
）

●
持
ち
物　

子
ど
も
の
急
な
病
気
・
け
が

困
っ
た
と
き
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク（
お
持

ち
の
方
）

●
申
し
込
み　

不
要（
託
児
希
望
の
方
は

前
日
ま
で
に
丸
子
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電

話
で
要
予
約
。
先
着
12
名
）

　

丸
子
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
42
・
１
１
１
７

ク
ラ
フ
ト
と
森
林
づ
く
り

森
の
学
校
を
開
催

●
日
時　

９
月
29
日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後

３
時
頃

●
場
所　

別
所
温
泉
森
林
公
園

●
内
容　

森
林
づ
く
り
体
験
、ネ
イ
チ
ャ
ー

ク
ラ
フ
ト
ま
た
は
イ
ス
作
り
、
野
外
料

理（
内
容
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す
）

●
対
象　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

●
定
員　

先
着
60
名

●
参
加
費　

大
人
・
子
ど
も
各
５
０
０
円

●
持
ち
物　

飲
み
物
、
ゴ
ミ
袋
、
タ
オ
ル
、

帽
子
、
軍
手
、
雨
具

●
申
し
込
み　

９
月
10
日
㈪
〜
18
日
㈫
に

森
林
整
備
課
に
あ
る
所
定
の
申
込
用
紙

ま
た
は
電
話
で
森
林
整
備
課
へ
。

　

森
林
整
備
課　

TEL
23
・
５
１
２
４

In
fo
rm
at
io
n
 A
 L
a 
C
ar
te

講
座･

教
室

恋
活
＊
ク
ッ
キ
ン
グ

パ
ー
テ
ィ
ー
お
月
見

●
日
時　

９
月
30
日
㈰
午
後
４
時
〜
８
時

頃
ま
で

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
内
容　

当
日
は「
中
秋
の
名
月
」で
す
。

月
を
め
で
な
が
ら
語
り
合
い
ま
し
ょ

う
。

●
対
象　

25
歳
〜
40
歳
の
独
身
の
男
女

●
定
員　

男
女
各
10
名（
先
着
順
）

●
参
加
費　

１
０
０
０
円

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ

●
申
し
込
み　

９
月
10
日
㈪
以
降
電
話

ま
た
は
メ
ー
ル（chuok@

city.ueda.
nagano.jp

）で
中
央
公
民
館
へ
。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー

２
級
検
定
取
得
講
座

　

11
月
４
日
㈰
に
行
わ
れ
る
ア
ロ
マ
テ
ラ

ピ
ー
検
定
２
級
取
得
を
目
指
す
講
座
で

す
。
検
定
に
参
加
し
な
く
て
も
、
受
講
可

能
で
、
受
講
者
に
は
受
講
証
明
書
を
授
与

し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
９
日
・
16
日
・
23
日
・
30

日
の
火
曜
日（
全
４
回
）、
午
前
10
時
〜

正
午

●
場
所　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う
会
議
室

●
講
師　

佐
藤
玖く

光み

子こ

氏（
ア
ロ
マ
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

●
定
員　

先
着
20
名

※
託
児
６
名（
２
歳
〜
就
学
前
）

●
参
加
費　

１
２
０
０
円

●
申
し
込
み　

９
月
10
日
㈪
午
前
10
時
〜

20
日
㈭
に
、
参
加
費
を
添
え
て
市
民
プ

ラ
ザ
・
ゆ
う
へ
。

　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

TEL
27
・
２
９
８
８

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

第
71
回
市
民
公
開
講
座

●
日
時　

９
月
22
日（
土
・
祝
）午
後
１
時

30
分
〜
２
時
30
分

●
場
所　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
研
修

セ
ン
タ
ー
３
階
講
堂

●
演
題　

形
成
外
科
の
受
診
を
お
勧
め
し

ま
す

●
参
加
費　

無
料（
参
加
者
は
駐
車
場
無

料
、
予
約
不
要
）

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
１
８
９
０

バ
ラ
エ
テ
ィ
ス
テ
ッ
プ

無
料
体
験
会

●
日
時　

９
月
10
日
㈪
午
後
２
時
〜
３
時

●
場
所　

神
川
地
区
公
民
館

●
内
容　

音
楽
に
合
わ
せ
て
リ
ズ
ム
ス

テ
ッ
プ
、
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
、
ス
ト

レ
ッ
チ
ン
グ
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

●
申
し
込
み　

当
日
受
付

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
え
だ
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
事
務
局

　
　

TEL
26
・
５
３
２
０

催
し
／
講
座
・
教
室
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ト
ラ
イ
！
か
ん
た
ん
英
語
で

ア
フ
リ
カ
料
理
講
座

　

ア
フ
リ
カ
の
音
楽
や
文
化
に
触
れ
な
が

ら
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
、
料
理
と
英
語

が
学
べ
ま
す
。

●
日
時　

９
月
15
日
㈯
午
前
10
時
30
〜
午

後
１
時
30
分

●
場
所　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う
料
理
室

●
講
師　

丸
山
ア
リ
ス
氏（
ガ
ー
ナ
出
身
）

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

●
定
員　

先
着
20
名

●
参
加
費　

３
０
０
円（
別
途
要
材
料
費
）

●
申
し
込
み　

９
月
10
日
㈪
10
時
以
降
、

参
加
費
を
添
え
て
市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

へ
。

　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

　
　

TEL
27
・
２
９
８
８

あ
っ
と
い
う
間
に

元
気
回
復
料
理
講
座

●
日
時　

９
月
18
日
㈫
午
前
10
時
〜
午
後

１
時

●
場
所　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う
料
理
室

●
講
師　

目
黒
正
子
氏（
フ
ー
ド
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

●
定
員　

先
着
20
名（
託
児
は
２
歳
〜
就

学
前
で
６
人
ま
で
。
食
事
は
一
緒
に
参

加
者
と
食
べ
ま
す
）。

●
参
加
費　

３
０
０
円（
別
途
要
材
料
費

６
０
０
円
程
度
）

●
申
し
込
み　

９
月
10
日
㈪
10
時
以
降
、

参
加
費
を
添
え
て
市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

へ
。

　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

　
　

TEL
27
・
２
９
８
８

第
３
回

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

●
日
時　

９
月
24
日
㈪
午
後
２
時
〜
４
時

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
内
容　

講
演「
若
者
の
就
職
支
援
に
つ

い
て（
仮
）」山
本
大
輔
氏（
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
相
談
員
）、
交
流
会

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

９
月
21
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
健
康
推
進
課
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

ア
ラ
サ
ー
！
ア
ラ
フ
ォ
ー
！

簡
単
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、

筋
力
運
動
、
リ
ズ
ム
運
動
な
ど
を
楽
し
く

行
い
ま
す
。

●
日
時　

９
月
25
日
、
10
月
９
日
、
23
日

の
火
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

●
対
象　

30
代
と
40
代
の
女
性（
子
ど
も

と
参
加
可
能
で
す
が
、
託
児
は
あ
り
ま

せ
ん
）

●
定
員　

25
名（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

運
動
着
、
室
内
用
運
動
靴
、

飲
み
物

●
申
し
込
み　

９
月
14
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
健
康
推
進
課
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３

塩
田
の
郷
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場
初
心
者
講
習
会

●
日
時　

９
月
29
日
㈯
８
時
30
分
〜（
受

付
８
時
〜
）雨
天
決
行

●
場
所　

塩
田
の
郷
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

●
内
容　

午
前
中
は
講
習
。
午
後
は
自
由

プ
レ
ー
。

●
定
員　

先
着
50
名

●
参
加
費　

１
５
０
０
円（
入
場
料
、
テ

キ
ス
ト
代
、
軽
食
代
、
保
険
料
含
む
。

当
日
徴
収
）

●
申
し
込
み　

９
月
25
日
㈫
ま
で
に
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
直
接
窓
口
へ
。

　

塩
田
の
郷
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

　
　

TEL
／
FAX
39
・
４
４
５
５

ア
ー
カ
イ
ブ
講
座
真
田
氏
と

信
州
上
田
の
情
報
学

　

地
域
の
文
化
遺
産
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、

地
域
づ
く
り
、
観
光
な
ど
に
活
用
で
き
る

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
を
養
成
し
ま
す
。

●
日
時　

９
月
15
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時（
受
付
午
前
９
時
）、
16
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

蚕
都
上
田
館（
大
手
２

－

８

－

２
）

●
内
容　

第
１
日
／
レ
ク
チ
ャ
ー　

真
田

講
座
・
教
室

＜広告欄＞
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氏
と
信
州
上
田
の
歴
史
・
文
化
・
物
語
。

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
・
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
認
定
試
験（
希
望
者
の
み
）、
第

２
日
／
実
習　

真
田
氏
ゆ
か
り
の
地
を

バ
ス
で
巡
り
、
デ
ジ
カ
メ
な
ど
を
活
用

し
て
ア
ー
カ
イ
ブ
づ
く
り
を
実
習
。

●
講
師　

前
川
道
博
氏（
長
野
大
学
企
業

情
報
学
部
教
授
）、
益ま
す

子こ

輝
之
氏（
郷
土

史
研
究
家
）ほ
か

●
対
象　

一
般
、
大
学
生
、
高
校
生

●
定
員　

20
名

●
参
加
費　

受
講
料
５
０
０
０
円（
大
学

生
・
高
校
生
２
０
０
０
円
）、
認
定
試

験
受
験
料
は
別
途
５
０
０
０
円
。

●
持
ち
物　

デ
ジ
カ
メ
ま
た
は
ビ
デ
オ
カ

メ
ラ

●
申
し
込
み　

９
月
13
日
㈭
ま
で
に

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
メ
ー
ル

（renkei@
nagano.ac.jp

）で
長
野
大

学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

長
野
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
０
０
０
７

　
　

FAX
39
・
０
０
０
６

ス
ポ
ー
ツ
教
室

受
講
者
募
集

◇
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
後
期
）

●
日
時　

10
月
15
日
か
ら
の
月
曜
日
、
午

後
７
時
〜
９
時（
全
11
回
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
体
育
館

●
定
員　

先
着
30
名

●
受
講
料　

２
０
０
０
円

◇
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
卓
球（
後
期
）

●
日
時　

10
月
５
日
か
ら
の
金
曜
日
、
午

後
７
時
30
分
〜
９
時（
全
10
回
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
第
二
体
育
館

●
定
員　

先
着
20
名

●
受
講
料　

３
０
０
０
円

◇
共
通
事
項　

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人
男
女

●
申
し
込
み　

９
月
28
日
㈮
ま
で
に
所
定

の
申
込
用
紙
で
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
、

ま
た
は
上
田
城
跡
公
園
体
育
館
、
自
然

運
動
公
園
体
育
館
、丸
子
総
合
体
育
館
、

真
田
・
武
石
地
域
教
育
事
務
所
へ
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　
　

TEL
23
・
６
３
７
２

合
気
道
教
室

受
講
者
募
集

●
日
時　

９
月
４
日
〜
12
月
８
日
の
火
・

土
曜
日　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
体
育
館
柔
道
場

●
定
員　

10
名
程
度

●
受
講
料　

３
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

電
話
で
上
田
合
気
道
協
会

事
務
局
へ（
期
間
中
随
時
受
付
）。

　

上
田
合
気
道
協
会
事
務
局（
清
水
）

　
　

TEL
72
・
４
７
７
１

ノ
ー
バ
デ
ィ
ー
ズ

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

●
日
時　

９
月
24
日
㈪
、
10
月
２
日
㈫
・

９
日
㈫
・
15
日
㈪
・
22
日
㈪
・
29
日
㈪

の
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ
２
階

●
内
容　

カ
ナ
ダ
生
ま
れ
の
子
育
て
中
の

親
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
参
加
者
全
員

で
テ
ー
マ
を
決
め
て
話
し
合
い
、
学
び

合
い
、
支
え
合
い
ま
す
。

●
対
象　

０
歳
〜
就
園
前
の
お
子
さ
ん
と

保
護
者

●
募
集
人
員　

10
名（
託
児
あ
り
）

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み　

９
月
18
日
㈫
ま
で
に
、
電

話
で
子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課
へ
。

　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

　
　

TEL
23
・
５
１
０
６

お
父
さ
ん
の
た
め
の

料
理
教
室

　

簡
単
な
調
理
法
を
学
ん
で
、
お
父
さ
ん

の
や
さ
し
い
手
料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

●
日
時　

10
月
９
日
・
16
日
・
23
日
の
火

曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

●
講
師　

水
沢
り
み
子
氏（
栄
養
士
、
料

理
研
究
家
）

●
場
所　

西
部
公
民
館
２
階
料
理
室

●
定
員　

先
着
12
名

●
受
講
料　

３
０
０
円（
別
途
、
要
材
料

費
３
回
分
２
０
０
０
円
）

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾（
手
拭

い
、
バ
ン
ダ
ナ
可
）、
筆
記
用
具
、
容

器（
持
ち
帰
り
用
）

●
申
し
込
み　

９
月
18
日
㈫
以
降
、電
話
、

ま
た
は
西
部
公
民
館
窓
口
へ
。

　

西
部
公
民
館　

TEL
27
・
７
５
４
４

講
座
・
教
室

＜広告欄＞
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講
座
・
教
室
／
募
集

上
小
山
び
こ
会

定
例
会

　

精
神
障
が
い
の
あ
る
方
と
家
族
の
学
習

と
交
流
会
で
す
。
会
員
以
外
の
方
も
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

９
月
11
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜

４
時

●
場
所　

上
田
市
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン

タ
ー
３
階
訓
練
室

●
内
容　

知
っ
て
お
き
た
い
福
祉
サ
ー
ビ

ス
と
こ
れ
か
ら
の
精
神
保
健
福
祉

●
参
加
費　

無
料（
申
し
込
み
不
要
）

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

パ
ソ
コ
ン
教
室

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

初
心
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室「
ネ
ッ
ト

＆
カ
フ
ェ
in
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」を
毎
月
開

催
し
て
い
ま
す
。
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
個

別
に
指
導
し
ま
す
。
ご
自
身
の
パ
ソ
コ
ン

の
持
ち
込
み
も
で
き
ま
す
。

●
日
時　

９
月
24
日
㈪
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
45
分
。
以
降
は
毎
月
第
４
月
曜
日

（
12
月
の
み
第
３
月
曜
日
）に
開
催
。

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム

●
参
加
費　

１
回
１
０
０
０
円
、
教
材
費

１
０
０
０
円（
初
回
の
み
）

●
申
し
込
み　

月
毎
に
電
話
で
上
田
情
報

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
へ
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
上
田
図
書
館
倶
楽
部

　
　

TEL
23
・
３
１
１
５

定
年
退
職
前
後
の

手
続
き
セ
ミ
ナ
ー

　

定
年
を
迎
え
た
方
、
間
近
に
控
え
た
方

を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

９
月
15
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜

●
場
所　

上
田
市
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

年
金
の
申
請
や
健
康
保
険
の
切

換
え
、
雇
用
保
険
の
受
給
手
続
き
、
再

雇
用
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま

す
。

●
定
員　

先
着
20
名

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

筆
記
用
具

●
申
し
込
み　

電
話
で
雇
用
促
進
室
へ
。

　

雇
用
促
進
室　

TEL
24
・
７
３
６
３

募
集

In
fo
rm
at
io
n
 A
 L
a 
C
ar
te

塩
田
の
郷
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場
指
定
管
理
者
募
集

　

塩
田
の
郷
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
の
平
成

25
年
度
か
ら
の
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま

す
。
施
設
の
概
要
や
募
集
条
件
な
ど
の
詳

細
は
、
募
集
要
項
・
仕
様
書（
ス
ポ
ー
ツ

推
進
課
窓
口
、
ま
た
は
上
田
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
可
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
主
な
業
務　

施
設
の
運
営
お
よ
び
維
持

管
理
な
ど

●
応
募
資
格　

個
人
以
外
の
企
業
・
団
体

な
ど
で
、
指
定
管
理
期
間
中
、
安
定
し

て
施
設
経
営
を
行
え
る
方

●
応
募
方
法　

所
定
の
申
請
書
に
必
要
な

書
類
を
添
付
し
、
郵
送
ま
た
は
直
接
ス

ポ
ー
ツ
推
進
課
へ
。

●
応
募
締
切　

10
月
１
日
㈪
必
着

　

行
政
改
革
推
進
室

　
　

TEL
23
・
５
１
６
３

　
　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　
　

TEL
23
・
６
３
７
２

審
議
会
等
附
属
機
関
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

◇
共
通
事
項

●
応
募
資
格　

市
内
在
住（
上
田
市
景
観

審
議
会
に
つ
い
て
は
住
所
を
有
す
る

方
）の
20
歳
以
上
の
方（
公
募
に
よ
り
審

議
会
へ
参
画
で
き
る
の
は
一
人
１
審
議

会
ま
で
）

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

●
応
募
方
法　

所
定
の
申
込
書（
担
当
課

ま
た
は
上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
）に
課
題
レ
ポ
ー
ト（
８
０
０
字
以

内
・
書
式
自
由
）を
添
え
て
、
担
当
課

に
提
出
。
レ
ポ
ー
ト
と
面
接
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

●
応
募
締
切　

９
月
18
日
㈫

◇
上
田
市
防
災
会
議

●
審
議
の
内
容　

上
田
市
地
域
防
災
計
画

を
作
成
し
、
そ
の
実
施
の
推
進
な
ど
を

行
い
ま
す
。

●
課
題
レ
ポ
ー
ト　
「
東
日
本
大
震
災
か

ら
学
ん
だ
私
の
防
災
対
策
」

　

危
機
管
理
防
災
課

　
　

TEL
21
・
０
１
２
３

◇
上
田
市
旅
館
建
築
審
査
会

●
審
議
の
内
容　
「
上
田
市
旅
館
業
を
目

＜広告欄＞
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市内の国指定文化財を紹介するコーナーです。 的
と
し
た
建
築
の
規
制
に
関
す
る
条

例
」第
５
条
に
基
づ
き
、
健
全
な
生
活

環
境
や
教
育
環
境
を
阻
害
す
る
恐
れ
の

あ
る
旅
館
の
建
築
に
関
し
、
市
長
の
諮

問
に
応
じ
て
調
査
審
議
し
ま
す
。
本
審

査
会
は
、
必
要
に
応
じ
て
開
催
さ
れ
る

た
め
、
任
期
期
間
中
の
開
催
が
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

●
課
題
レ
ポ
ー
ト　
「
健
全
な
生
活
環
境

や
教
育
環
境
を
守
る
た
め
に
は
」

　

生
活
環
境
課　

TEL
22
・
４
１
４
０

◇
上
田
市
都
市
計
画
審
議
会

●
審
議
の
内
容　

上
田
市
の
都
市
計
画
に

関
し
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
調
査
審

議
し
ま
す
。

●
課
題
レ
ポ
ー
ト　
「
上
田
市
の
ま
ち
づ

く
り
」

　

都
市
計
画
課　

TEL
23
・
５
１
２
７

◇
上
田
市
景
観
審
議
会

●
審
議
の
内
容　

景
観
に
関
し
、
市
長
の

諮
問
に
応
じ
て
調
査
審
議
し
ま
す
。

●
課
題
レ
ポ
ー
ト　
「
上
田
市
の
景
観
に

つ
い
て
」

　

都
市
計
画
課　

TEL
23
・
５
１
２
７

安
定
感
と
崇す
う

高こ
う

美
を
兼
ね
備
え
た
天
下
の
名
塔

安あ
ん

楽ら
く

寺じ

八は
っ

角か
く

三さ
ん

重じ
ゅ
う

塔の
と
う

　

安
楽
寺
八
角
三
重
塔
は
、
昭
和
27
年（
１
９
５
２
）、
長

野
県
で
初
め
て
松
本
城
と
と
も
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
、
木

造
の
八
角
塔
と
し
て
は
全
国
で
一
つ
し
か
な
い
貴
重
な
建

造
物
で
す
。
ど
っ
し
り
と
し
た
落
ち
着
き
の
あ
る
塔
で
、

各
層
の
屋
根
の
下
に
は「
木
組
み
」が
ぎ
っ
し
り
と
つ
ま
っ

て
い
て
と
て
も
華
や
か
で
す
。

　

指
定
時
に
は
、
鎌
倉
時
代
末
か
ら
室
町
時
代
後
期
の
建

築
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
13
年（
２
０
０
１
）

に
実
施
し
た
年
輪
年
代
測
定
調
査
に
よ
り
、
建
築
材
の
伐

採
年
が
正
応
４
年（
１
２
８
９
）と
わ
か
り
、
現
在
で
は
鎌

倉
時
代
後
期
の
建
築
と
推
定
さ
れ
、
日
本
最
古
の
禅ぜ
ん

宗し
ゅ
う

様よ
う

の
建
物
で
す
。

　

昨
年
は
、
60
年
ぶ
り
の
大
改
修
に
よ
り
屋
根
を
葺ふ
き

替か

え

ま
し
た
。
こ
の
塔
の
修
理
の
履り

歴れ
き

に
つ
い
て
は
、
貞じ
ょ
う

享き
ょ
う

元

年（
１
６
８
４
）の
修
理
棟む
な

札ふ
だ

の
ほ
か
に
は
こ
れ
ま
で
記
録

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨
年
の
修
理
工
事

の
際
、
文ぶ
ん

政せ
い

12
年（
１
８
２
９
）と
明
治
24
年（
１
８
９
１
）

の
修
理
棟
札
が
新
た
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
文
政
の
棟
札

に
は
、「
雪ゆ
き

之の

桁け
た　

氷こ
お
り

之の

梁は
り

仁に　

霜し
も

柱ば
し
ら　

水み
ず

之の

長な
げ

押し

仁に　

露つ
ゆ

之の

葺ふ
き

草く
さ

」と
い
う
、
建
物
が
永
く
守
ら
れ
る
よ
う
願
い

を
込
め
た
歌
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
明
治
の
棟
札
に
は
、

「
傾
斜
直
シ
柱
３
本
根ね

續つ

キ
」と
あ
り
、
屋
根
の
葺ふ
き

替か

え
の

ほ
か
に
柱
の
根
の
腐
っ
た
部
分
を
取
り
除
き
、
新
た
な
材

料
で
継
ぎ
足
す
工
事
を
し
て
い
た
こ
と
も
わ
か
り
ま
し

た
。

　

創
建
か
ら
７
０
０
年
を
越
え
る
建
造
物
で
す
が
、
時
代

ご
と
に
守
り
続
け
て
き
た

人
々
が
い
た
か
ら
こ
そ
、

今
日
わ
た
し
た
ち
が
そ
の

美
し
い
姿
に
触
れ
、
改
め

て
そ
の
卓
越
し
た
建
築
技

術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

安楽寺木組み

安楽寺棟札

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

＜広告欄＞
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募
集

平
成
25
年
度

文
化
支
援
事
業
を
募
集

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
企
画
開
催

す
る
コ
ン
サ
ー
ト
や
観
劇
、
展
覧
会
な
ど

の
事
業
を
支
援
し
ま
す
。
採
択
さ
れ
る
と

経
費
の
一
部
助
成
や
、
周
知
の
協
力
な
ど

の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
対
象
事
業　

平
成
25
年
４
月
１
日
〜

26
年
３
月
31
日
の
間
に
市
内
で
開
催
す

る
、
プ
ロ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ど
を
招

い
て
行
う
鑑
賞
事
業

●
応
募
方
法　

９
月
28
日
㈮
ま
で
に
、
文

化
振
興
課
、
丸
子
・
真
田
・
武
石
地
域

教
育
事
務
所
に
あ
る
所
定
の
応
募
用
紙

で
文
化
振
興
課
へ（
郵
送
可
、
必
着
）。

応
募
用
紙
は
上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

明
る
い
選
挙
啓
発
標
語

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

　

政
治
・
選
挙
に
対
す
る
有
権
者
の
意
識

を
高
め
る
と
と
も
に
、
作
品
を
選
挙
に
関

す
る
啓
発
活
動
に
活
用
す
る
た
め
、
明
る

い
選
挙
啓
発
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

●
作
品
内
容　

投
票
参
加
や
明
る
く
き

れ
い
な
選
挙
の
推
進
を
表
現
し
た
標
語

（
一
人
１
点
・
未
発
表
の
も
の
）

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
・
在
学
の
方

●
応
募
期
間　

10
月
26
日
㈮
ま
で

●
応
募
方
法　

標
語
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

は
が
き（
〒
３
８
６

－

０
０
２
４
大
手

２

－

３

－

３
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ（
26
・
５
０
４

　

８
）ま
た
は
、
メ
ー
ル（senkan@

city.
ueda.nagano.jp

）で
上
田
市
選
挙
管

理
委
員
会
へ
。

●
表
彰　

入
選
者
に
は
賞
状
と
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
す
。

●
入
選
作
品
の
発
表　

入
選
作
品
は
広
報

や
上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表

（
12
月
中
旬
予
定
）し
、
選
挙
の
啓
発
や

明
る
い
選
挙
推
進
の
た
め
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
そ
の
他　

応
募
作
品
の
使
用
権
、
著
作

権
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。
詳
細
は

上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　

TEL
23
・
５
４
３
８

第
20
回
セ
レ
ス
ピ
ア
ノ

リ
レ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

丸
子
文
化
会
館
セ
レ
ス
ホ
ー
ル
の
ピ
ア

ノ
を
愛
好
者
の
皆
さ
ん
に
弾
い
て
い
た
だ

く
演
奏
会
の
出
場
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
27
日
㈯
１
部
／
午
後
１
時

〜
３
時
、
２
部
／
午
後
３
時
30
分
〜
５

時
30
分
。
10
月
28
日
㈰
３
部
／
午
前
９

時
30
分
〜
11
時
30
分
、
４
部
／
午
後
1

時
〜
３
時
、
５
部
／
午
後
３
時
30
分
〜

５
時
30
分

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館
セ
レ
ス
ホ
ー
ル

●
演
奏
方
法　

ピ
ア
ノ
独
奏
、
ピ
ア
ノ
連

弾
、
ピ
ア
ノ
と
他
の
楽
器
の
合
奏
な
ど

ピ
ア
ノ
を
使
用
し
た
演
奏（
マ
イ
ク
な

ど
の
音
響
設
備
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
）。

●
演
奏
時
間　

1
人
10
分
以
内

●
受
付
期
間　

９
月
４
日
㈫
〜
23
日
㈰

（
各
部
演
奏
時
間
に
達
し
次
第
締
め
切

り
）

●
参
加
費　

５
０
０
円（
演
奏
記
念
Ｃ
Ｄ

作
成
代
）

●
申
し
込
み　

所
定
の
申
込
書
に
記
入
し

て
、
本
人
か
保
護
者
が
丸
子
文
化
会
館

窓
口
へ（
休
館
日
／
９
月
10
日
・
18
日
・

19
日
）。

　

丸
子
文
化
会
館　

TEL
42
・
０
０
０
１

＜広告欄＞
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わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

　

さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、
平
成
17
年
12
月
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
い
つ
ま
で
も
気
軽
に
ス
ポ
ー

ツ
活
動
に
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
す
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
と
し
て
設
立
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
同
ク
ラ
ブ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
、
ジ
ュ
ニ
ア
競
技

者
育
成
コ
ー
ス
な
ど
26
教
室
と
、
ス
ポ
ー
ツ
競
技
20
種
目
の
サ
ー
ク

ル
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
員
は
１
２
１
７
人
。
う
ち
７
割
が
真

田
地
域
か
ら
、
残
り
３
割
は
上
田
地
域
他
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
９
月
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
体
操
、
テ
ニ
ス
、
水

泳
の
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
経
験
の
あ
る
ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
招
き
、
子
ど
も
た
ち
に
卓
越
し
た
技
術
を
直
接

指
導
し
て
も
ら
い
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
理
解
し
て
も
ら
お
う

と
、「
す
こ
や
か

キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー

ツ
塾
in
真
田
」

を
開
催
し
ま
し

た
。「
ト
ッ
プ
の

技
術
を
目
の
当

た
り
に
し
、
ア
ス
リ
ー
ト
か
ら

き
ち
ん
と
指
導
を
受
け
、
言
葉

を
か
け
て
も
ら
え
る
だ
け
で
も

子
ど
も
た
ち
は
大
変
喜
ん
で
い

ま
し
た
」と
、
同
ク
ラ
ブ
理
事

長
兼
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

飯
塚
義
隆
さ
ん（
左
上
写
真
の

左
）は
話
し
ま
す
。

　

本
年
10
月
に
は
、
５
種
目

の
ア
ス
リ
ー
ト
を
招
き
、
い
つ
も
事
業
を
支
え
て
く
れ
る
多
く
の
指

導
員
の
協
力
に
よ
り
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
約
３
０
０
名
を
対
象

に「
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
が
教
え
る
！
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ
塾
」を

開
催
し
ま
す
。
飯
塚
さ
ん
は
、「
子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
を
好
き
に

な
り
、
大
人
に
な
っ
た
と
き
に
ク
ラ
ブ
を
支
え
て
欲
し
い
。
そ
の
好

循
環
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
地
域
の
活
力
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
指
導
者
も
、
新
し
い
技
術
を
貪
欲
に
吸
収
し
、
ス
ポ
ー

ツ
塾
で
の
ア
ス
リ
ー
ト
の
指
導
を
必
ず
見
て
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て

い
っ
て
欲
し
い
で
す
」と
言
い
ま
す
。

気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
親
し
め
る

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

さなだスポーツクラブ

さなだスポーツクラブは、わが
まち魅力アップ応援事業の団体
を対象とした、特色あるまちづ
くり応援事業の採択を昨年受け
ました。本年は、10月８日に、
野球、テニス、バスケットボー
ル、水泳、バレーボールの５種
目にトップアスリートを招いて
「トップアスリートが教える！
チャレンジスポーツ塾」を開催
する予定です。同クラブのアシ
スタント・マネージャー・宮本
恵美さん（上写真の右）は、「参加
希望の方はどなたでも気軽にお
問い合わせください」と話して
いました。（ さなだスポーツ
クラブ TEL72･2657）

有料広告掲載のお問い合わせは、上田市秘書課（TEL23･5149）または㈲ダンディ信濃･トミー企画（TEL23･1706）へ。

飯い
い

塚づ
か

義よ
し

隆た
か

さ
ん　

宮み
や

本も
と

恵め
ぐ

美み

さ
ん

＜広告欄＞



四ツ葉ス
ケッチ

　真田氏発祥の郷
さと

をPRしようと真田地域の商工業者でつく
る幸村街道会（堀内幸

ゆき

孝
たか

会長）が制作した、ご当地キャラク
ター「さニャだ幸村」（愛称「ゆきたん」）のオリジナルソングが
完成し、７月27日にはキャラクターボイスと歌を担当した
上田市出身の声優・真田アサミさんが、真田地域自治センター
に母袋市長を表敬訪問しました。真田アサミさんは「小さな
子どもからご年配の方まで親しみやすいキャラクターになっ
て欲しい」と話し、堀内会長は「これから全国的に真田地域を
発信していきたい」と抱負を語りました。
　８月４日の真田まつりでは真田アサミさんとともに「ゆきたん」がステージに
登場。歌詞で真田地域と上田市を紹介したオリジナルソング「ゆきたん参上！
商売繁盛！」「みんなおいでよ真

さな

田
だ

郷
ごう

」の歌と踊りを披露しました。会場には県
外からも多くのファンが訪れ、当日販売開始となったCDを買い求める長蛇の
列ができ、ゆきたんはたくさんの子どもたちに囲まれて大人気でした。

真
田
地
域
を
全
国
へ
発
信

さ
ニ
ャ
だ
幸
村
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ
完
成

武石の自然を満喫！

　

７
月
27
日
、
気
持
ち
良
い
夏
の
日
差

し
の
も
と
、
武
石
川
で
魚
の
つ
か
み
ど

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
青

少
年
健
全
育
成
事
業
の
一
環
と
し
て
、

武
石
地
域
教
育
事
務
所
と
青
少
年
健
全

育
成
連
絡
協
議
会
が
毎
年
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
約
１
０
０
人
の
小
学
生

が
集
ま
り
川
に
放
流
さ
れ
た
約
３
０
０

匹
の
ニ
ジ
マ
ス
を
追
い
か
け
ま
し
た
。

　
「
あ
っ
！
い
た
い
た
、そ
っ
ち
に
行
っ

た
よ
！
」子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が

飛
び
交
い
、
周
り
の
友
だ
ち
と
協
力
し

な
が
ら
魚
を
浅
瀬
へ
追
い
込
み
、
捕
ま
え
て
い
き

ま
す
。

　

今
年
は
川
の
水
が
例
年
よ
り
少
な
い
た
め
、
低

学
年
の
子
ど
も
も
魚
を
捕
ま
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
初
め
て
参
加
し
た
小
学
１
年
生
の
男
の
子

は「
家
族
の
分
ま
で
絶
対
捕
ま
え
る
ん
だ
！
」と
意

気
込
ん
で
川
に
入
り
、
１
匹
目
を
捕
ま
え
る
と
川

か
ら
上
が
り
、
一
緒
に
来
て
い
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
！
捕
ま
え
た
よ
！
」と
う
れ
し

そ
う
に
ニ
ジ
マ
ス
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
川
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
も
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
魚
と
り
に
参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
は
、
武
石
の
自
然
を
お
お
い
に
満
喫
し

て
い
ま
し
た
。

魚のつかみどり
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このコーナーでは、４
地域の話題や

出来事など
を紹介して

います。

　８月１日から８日、市の国際友好都市であるアメリカ合
衆国コロラド州ブルームフィールド市郡から、７人の中高
生と２人の引率者が市を訪れました。
　この交流事業は、「上田国際交流事業を進める会」の会員
が中心となって進め、到着日の８月１日には、信州国際音
楽村で歓迎式が行われました。翌日からは海水浴やそば打
ち体験などを行い、７日には、丸子文化会館で浴衣を着て
の茶道を体験。ブルームフィールドの中高生は、神妙な面
持ちで茶道の作法を学び、お茶を飲んでいました。
　滞在期間中は、それぞれが市内の家庭にホームステイを
して過ごす中、前回の派遣団としてブルームフィールド市
郡を訪問した学生（当時の中学生）や引率者が、今回の受入
にあたり、活動の随行や通訳スタッフなどを務めました。
　訪問団からは、「上田に来てよかった」「日本がもっと好
きになった」との声が聞かれ、受入スタッフは、「ホストファ
ミリーを引き受けてよかった」「彼女たちから元気をもらっ
た」と話していました。

　

７
月
29
日
、
第
54
回
長
野
県
消
防
ポ

ン
プ
操
法
大
会
・
第
21
回
長
野
県
消
防

ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
が
、
上
田
市
古
戦
場

公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
県
営
上
田

野
球
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
上
田
市

消
防
団
ラ
ッ
パ
隊（
左
写
真
）が
準
優

勝
、小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
第
15
分
団（
下

写
真
）が
３
位
入
賞
、
ま
た
ポ
ン
プ
車

の
部
で
第
16
分
団
が
６
位
の
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
消
防
技
術
・
ラ
ッ
パ
吹

奏
の
訓
練
を
重
ね
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
、
県
下
13
の
消
防
協
会
の
各

大
会
を
勝
ち
抜
い
て
き
た
地
区
代
表
が
訓
練
の
成
果
を
競
う
大
会
で
、

ラ
ッ
パ
吹
奏
の
準
優
勝
は
、
過
去
最
高
に
並
ぶ
結
果
で
す
。

　

大
会
終
了
後
は
市
役
所
正
面
玄
関
前
で
報
告
会
が
行
わ
れ
、
佐
藤
論の
り

征ゆ
き

ラ
ッ
パ
長
は
、「
優
勝
を
目
指
し
て
厳
し
い
訓
練
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
準
優
勝
は
素
晴
ら

し
い
成
績
で
す
が
、
来

年
は
が
ん
ば
っ
て
優
勝

し
た
い
」、
伊
藤
信の
ぶ

豊た
か

第
15
分
団
長
は
、「
選

手
は
良
く
が
ん
ば
っ
て

く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

来
年
も
今
の
力
を
持
続

で
き
る
よ
う
訓
練
を
し

て
い
き
た
い
」、
前
島

俊
介
第
16
分
団
長
は
、

「
消
防
署
や
団
本
部
、

他
分
団
の
方
か
ら
教
え

て
い
た
だ
い
た
こ
と
が

出
し
切
れ
な
か
っ
た
。

そ
れ
ら
を
糧
に
来
年
は

優
勝
を
目
指
し
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

消防ポンプ操法・ラッパ吹奏長野県大会

上田市消防団ラッパ隊が準優勝

ブ
ル
ー
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
市
郡
の
中
高
生
が
上
田
を
訪
問

日
本
文
化
を
体
験
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平
成
24
年
９
月
１
日
号（
毎
月
１
日
・
16
日
発
行
）
編
集　

上
田
市
秘
書
課　

〒
３
８
６

－

８
６
０
１
長
野
県
上
田
市
大
手
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４
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２
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８
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５
２
４
１

No.

平成24年７月９日からの住民基本台帳法改正により外国人も含んだ数値となっています。
（　）内は外国人の人数です。
　人　口：162,273人　男：79,309人　女：82,964人　世帯数：65,332世帯
（外国人）　（3,738人）　　　（1,719人）　　　（2,019人）

人の動き（平成24年８月１日現在）

　

上
田
商
工
会
議
所
青
年
部
は
、６
月
30
日
、７
月
１
日
の
２
日
間
、「
第

一
回
上
田
の
未
来
を
語
る
会
」を
菅
平
高
原
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
上
田
地
域
を
中
心
に
生
活
す
る
青
年
世
代
が
集
い
、
上

田
地
域
の
未
来
の
た
め
に
経
済
や
ま
ち
づ
く
り
、
文
化
な
ど
を
テ
ー
マ

に
熱
く
議
論
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
の
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ

応
援
事
業
の
支
援
を
受
け
、
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
約
60
人
が
参
加
し「
10
年
後
の
上
田
の
未
来
」を
テ
ー
マ
に

し
た
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
途
中
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
侍さ
む
ら
い

学
園
ス
ク
オ
ー
ラ
・
今い
ま

人じ
ん

理
事
長
の
長
岡
秀ひ
で

貴た
か

氏
、
信
州

プ
ロ
レ
ス
代
表
の
グ
レ
ー
ト
☆
無む

茶ち
ゃ

氏
を
パ
ネ
ラ
ー
に
招
き「
夢
」を

テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
議
論
が
盛
り
上
り
、
深
夜
に
お
よ
ぶ
グ
ル
ー

プ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

２
日
間
の
議
論
の
結
果
、
上
田
を
も
っ
と
知
る
た
め
の「
上
田
検
定
」

や「
上
田
白
書
」、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
市
民
ポ
イ
ン
ト
制
度
な
ど
具
体

的
な
も
の
か
ら
、「
イ
ケ
メ
ン
の
町
上
田
」な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
ま
で

様
々
な
ア
イ
デ
ア
が
発
表
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
は「
上
田
の
課
題
の
具

体
的
な
掘
り
さ
げ
が
で
き
面
白
か
っ
た
」、「
夢
を
持
っ
た
カ
ッ
コ
い
い

大
人
の
話
を
聞
け
た
」な
ど
多
く
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
で
ま
と
め
た
上
田
市
の
課
題
、
未
来
に
向
け
て
の
提
言

は
、
公
表
し
行
動
し
て
結
果
に
つ
な
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

初
夏
の
菅
平
高
原
で「
第
一
回
上
田
の
未
来
を
語
る
会
」開
催

記
事
投
稿
／
上
田
商
工
会
議
所
青
年
部

「広報うえだ」へのご意見・ご要望などをお寄せください。
郵送、電話、FAX、Eメール（koho@city.ueda.nagano.jp）で、秘書課まで。
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